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了溶融亜鉛めっきの経済性
いろいろな防錆方の中で，溶融亜鉛めっきは最も経済

的な方法といわれている。他に広く使われている塗装と

溶融亜鉛めっきとについて，その経済性を比較する。一

般に防錆の経済性について考える場合，次の初期費用と

維持費用の二つの要素を併せて考える必要がある。

了.１初期費用

亜鉛めっきは保守に殆ど費用はかからないが，初期費

用が高いというのが，一般の通念であった。しかし最近

人件費の商騰により，亜鉛めっきは工場内で加工される

ため，塗装に比べて人件費の割合が少ないので，その費

用の上昇は緩やかであり，現在では亜鉛めっきの方が安

いという実絞もでている。

表４／亜鉛の土壌中の腐食速度
Tab､4/CorrodingspeedofzincinsoiI
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了.２維持費用

維持費に関しては，塗装は数年の周期で塗り替えが必

要であるのに比べて，亜鉛めっきは殆ど補修が必要でな
出典：亜鉛ハンドブック

いため，塗装の方が高いことはいうまでもない。
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これは亜鉛の腐食生成物の状態が温度によって変わり

表面保護の程度が変化するからである。５０℃付近までは

ゼラチン状の皮膜となって表面保謹をするが50～90℃の

範囲では密着性も保謹性も悪い皮膜に変わり，９０℃以上

では再び保護性のよい水酸化皮膜になる。

(3)土壌中の耐食性

土壌中で腐食速度を支配する主な要因は，通気性，含

水愛,溶存物質の種類と量,電気伝導度,ｐＨなどである。

土壌中の腐食速度は土壌の性質により広い範囲でばら

つくが，一例として表４のようなものがある。
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図Ｂ／亜鉛めっき皮膜のｐＨによる溶解速度
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図フ／亜鉛の温度と腐食速度の関係
Fig.7/ReIationbelweentempemtureandcorrodingofzinc
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